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PARTⅢ 財政・予算と評価の仕組みを学ぶ

• PARTⅢは，以下の項目で構成される。

1. 財政の流れ・予算の仕組み

2. 効率的効果的な予算（歳出）構築に向けての評価
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1 財政の流れ・予算の仕組み
1. 1 財政の流れ 図から見る４つのポイント

１：国民が支払う税金が直接政
府に歳入として入り込む。

２：国民が金融機関に預ける預
金の一部は，政府が発行する
国債および，財投機関債の購

入に当てられる。

３：政府に集まったお金のほと
んどは一般会計に入り込み，特
別会計や政府関係機関との間
でお金のやり取り（繰入れ）が

なされる。

４：会計間の調整後，各会計で
の金額（予算）が確定し，その
金額（予算）の執行（歳出）とし
ての行政サービスの提供が行

われる。

図から見る４つのポイント

１：国民が支払う税金が直接政
府に歳入として入り込む。

２：国民が金融機関に預ける預
金の一部は，政府が発行する
国債および，財投機関債の購

入に当てられる。

３：政府に集まったお金のほと
んどは一般会計に入り込み，特
別会計や政府関係機関との間
でお金のやり取り（繰入れ）が

なされる。

４：会計間の調整後，各会計で
の金額（予算）が確定し，その
金額（予算）の執行（歳出）とし
ての行政サービスの提供が行

われる。
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1. 2 予算とは

• 予算とは，あらかじ(予)め算定すること

会計年度（日本では，国の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月31日に終わるも
のとされている）に必要なお金の流れを把握するため年度ごとに，歳入と歳出の計画をた
てる。(予算の単年度主義)これがまさに予算。

• 予算とは，また，政府が作る「拘束力」のある収支計画。

政府は，民主的に強制力が担保された主体であり，その政府が作る予算としての収支計
画は，強制的に執行される。民主主義に基づき，この予算は，議会の議決を経て決定さ
れる。したがって，家計や企業のように，随時収支計画を変更することはできない。
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1. 3 予算原則
予算に必要とされる原則。

• 完全性の原則：予算内容：予算には，漏れなく全ての歳出歳入が組み込まれていなけ
ればならない。

• 統一性の原則：予算形式：予算は複数あってはならず，一つでなければならない。

• 明瞭性の原則：予算形式：予算は，明瞭に理解される内容でなければならない。

• 厳密性の原則：予算編成：予算では，予定の歳入と歳出を正確に見積もられていなけ
ればならない。

• 事前性の原則：予算編成：予算は，会計年度が始まる前までにその編成を終え，議会
によって承認されなければならない。

• 拘束性の原則：予算執行：予算は，時間的な拘束（会計年度ごとに独立でなければなら
ない：会計年度独立の原則），支出額の拘束（超過して支出してはいけない：超過支出
禁止の原則），支出目的の拘束（他の目的に流用してはいけない：流用禁止の原則）を
受ける。

• 公開性の原則：予算過程：予算は，その情報･内容が，議会や国民に対して正確に公
開されていなければならない。
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1. 4 予算の構成
予算の構成＝＞予算総則，歳入歳出予算，継続費，繰越明許費及び国庫債務負担行為
から構成される。

「継続費，繰越明許費及び国庫債務負担行為」＝＞継続費および繰越明許費は，実際
の予算では，「会計年度独立の原則」を守れない場合への措置であり，国庫債務負担行
為は，国の債務負担と国の歳出が年度内に一致しない場合への措置である。

様々な予算

特別会計予算：一般会計が，「国の一般的な歳入歳出を経理する会計」である一方，「特
別会計」とは，「①国が特定の事業を行う場合，②特定の資金を保有してその運用を行う
場合，③その他特定の歳入を以て特定の歳出に充て一般の歳入歳出と区分して経理す
る必要がある場合」に，設置されるもの。

政府関係機関予算：政府関係機関とは，予算に弾力性を持たせ企業的経営によって能
率を上げるために，国から切り離して運営される，政府が全額出資する機関。

暫定予算・補正予算：国会の議決を経て成立する）本予算が年度開始までに成立しない
場合に用いられるのが，暫定予算。本予算が執行された後，社会環境の変化に対応す
るべく，追加的に策定される予算が補正予算である。
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1. 5 予算の流れ

国会審議について：衆議院での
議決後に，参議員に送付され
審議後に議決される。参議院
が衆議院と異なった議決をした
場合には，両院協議会が開か
れるが，それでも意見が一致し
ないときは衆議院の議決が国
会の議決となる。また，参議員
が衆議院で可決された予算案
を受け取った後30日以内に議

決しない場合も，衆議院の議決
が国会の議決となる。通常は，
3月末に予算が成立し，4月から

予算が執行される。

国会審議について：衆議院での
議決後に，参議員に送付され
審議後に議決される。参議院
が衆議院と異なった議決をした
場合には，両院協議会が開か
れるが，それでも意見が一致し
ないときは衆議院の議決が国
会の議決となる。また，参議員
が衆議院で可決された予算案
を受け取った後30日以内に議

決しない場合も，衆議院の議決
が国会の議決となる。通常は，
3月末に予算が成立し，4月から

予算が執行される。

上段：毎年の大まかな流れ。下段：2016

年度予算編成(2015年度実施）に関するイ
ベントの日程。

上段：毎年の大まかな流れ。下段：2016

年度予算編成(2015年度実施）に関するイ
ベントの日程。 7



2 効率的効果的な予算（歳出）構築に向けての評価
2.1 ＰＤＣＡサイクルを活用した評価の取組み

Plan段階が，予算の策定。Do

段階が執行で。Check段階にお

いては，すでに執行した歳出を
評価。その手法は，様々。最後
に，Action段階において，その

評価を踏まえて改善した，新た
な予算を策定。これを繰り返す
(PDCAサイクル)ことで，時代に

即した効率的効果的な予算が
生まれてくる。ACTIONをしっか

りと勧めるための進捗管理をす
るための手法として，KPI（Key 

Performance Indicator，重要業
績評価指標）を用いる。

Plan段階が，予算の策定。Do

段階が執行で。Check段階にお

いては，すでに執行した歳出を
評価。その手法は，様々。最後
に，Action段階において，その

評価を踏まえて改善した，新た
な予算を策定。これを繰り返す
(PDCAサイクル)ことで，時代に

即した効率的効果的な予算が
生まれてくる。ACTIONをしっか

りと勧めるための進捗管理をす
るための手法として，KPI（Key 

Performance Indicator，重要業
績評価指標）を用いる。

過去に行った試みを今後の行動に活かしていく
という概念：＝＞PDCA（Plan・Do・Check・Action）
過去に行った試みを今後の行動に活かしていく
という概念：＝＞PDCA（Plan・Do・Check・Action）
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2.2 決算の評価と次年度予算への反映

決算は，予算とは一致しない。
その背景には，制度設計時の
予想と実態の違いや社会状況
の変化などがある。決算を構築
する意義は，もちろん執行の状
況を確かめるためでもあるが，
実質的な意義は，決算の評価
を通じて課題を見つけ出し，次
の予算審議に反映させ，PDCA

サイクルを廻すことで，効率的・
効果的な予算の策定を進める
ことである。

決算は，予算とは一致しない。
その背景には，制度設計時の
予想と実態の違いや社会状況
の変化などがある。決算を構築
する意義は，もちろん執行の状
況を確かめるためでもあるが，
実質的な意義は，決算の評価
を通じて課題を見つけ出し，次
の予算審議に反映させ，PDCA

サイクルを廻すことで，効率的・
効果的な予算の策定を進める
ことである。

決算とは，予算の執行状況をまとめたもの決算とは，予算の執行状況をまとめたもの

補正後予算補正後予算 決算決算

剰
余
金

剰
余
金
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2. 3 予算執行調査（財務省）および行政評価局調査（総務
省）とその反映
☆予算執行調査＝財務省主計局が行う調査。

「財務省主計局の予算担当職員や日常的に予算執行の現場に接する機会の多い財務
局職員が，予算執行の実態を調査して，事業等の必要性・有効性・効率性について検証
を行い，改善すべき点を指摘し，予算の見直しにつなげていく取組み」

調査事案について４月に公表し，調査を開始。PDCAサイクルを廻し調査結果を翌年度予
算へ反映し，効率的・効果的な予算を策定する試み。また，どのように予算に反映したの
かに関して，毎年「予算執行調査の反映状況」を作成し公開している。

☆行政評価局調査＝総務省行政評価局が行う調査

「行政評価局が政府内にあって施策や事業の担当府省とは異なる立場から，各府省の
業務の現場における実施状況を実地に調査し，各府省の課題や問題点を実証的に把
握・分析し，改善方策を提示する仕組み」

管区行政評価局・行政評価事務所が全都道府県に設置されており，「地域計画調査」も
行われている。「現地的な改善の必要がある行政上の重要課題について，独自に調査を
行って改善を図る」ことを目的としている。調査後には，調査結果に基づく勧告が行われ
る。平成27年度は12の勧告が出されている。 10



2. 4 政策評価と「行政事業レビュー」
3つの分類：政策＝＞その中に「施策」＝＞その中に「事業」

☆政策と施策のレベルに対して「政策評価」＝＞平成13年に制定された「行政機関が行
う政策の評価に関する法律」に基づき，各行政機関が自ら政策の評価を行う仕組み。

この評価に対して，総務省の行政評価局がそのための制度の基本的事項の企画立案お
よび点検を行っている。

☆事業レベルの政策評価(事務事業評価とも呼ばれる)：内閣官房行政改革推進本部事
務局が行う「行政事業レビュー」。

「行政事業レビュー」の3つの特徴

１：「約5000の国の全事業の総点検」

２：「国の全ての事業について，レビューシートを作成・公表」

３：「公開と外部の視点の導入」。

＝＞「公開プロセス」および「秋のレビュー」（2016年度には，初めて東京以外で開催「大
阪レビュー」）
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